
l報告|

日本語による
近代ギリシャ文学・語学文献目録(2 ) 

井浦伊知郎

高橋りえこ
橘孝司

(1991) r現代ギリシア語とアルパニア語の関係節における重叙表現の比較 J

『プロピレア.11 3，pp.45-8. 

(1992) rアルパニア語の補文構造一現代ギリシア語との比較の試み一 J

『プロピレア.11 4，pp.56-61. 

井上浩一(監修)

(1993)訳 :M.カプラン『黄金のピザンティン帝国』 創元社

(知の再発見双書 28) Kap1an，M. Tout 1'or de Byzance， 1991. 

浮国三郎

(1980) r現代ギリシア語の否定援頭辞ー特に占ー，占ν一，avaーについてー』

『広島大学文学部紀要.11 40， pp.280-97. 

(1981) r現代ギリシア語の不定代名詞 τfπoτα とκαvEvα宮による否定表現」

『広島大学文学部紀要.!I 41， pp.333-52. 

(1982) r現代ギリシア語の付加疑問一特に英語の場合と比較して一 J

『広島大学文学部紀要.11 42， pp.316-31. 

(1988) r現代ギリシア文学散歩道[j'不死鳥.11 27.pp.27-30.広島大学レク

レーション委員会・1.ポレーミス「漁師， A.カタクジノース「羊

の群れ， f.セフェリス「転機返く君は話していた否定 J

「地獄の仲間」の訳を含む. I.soλEμη宮，0 申aρac，A.KατCXlcoutηvoc， To 

IC01raIJL， r.~ε 申ぎ ρη宮 ， ETρoゅ>I， AρraμaλOUσεc， 'Aρvηση ， 01 σdντpO<tO 1 

UTOν'jdη. 

(1989) r現代ギリシア文学散歩道二[j'不死鳥.11 28. pp.1-6. 

• f.セフェリス「悲しむ女自動車霧ある日の様子評
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言ロケット」の訳を含む. r.~εφ正pη宮 ， H λU1fημEνη， AυτOIC{Vητ0， 

Fog， To UI/>oc μlacμ正ρac，Exoλla， POUKETa. 

小田謙爾(編)

(1993) u'ピザンツ研究邦語文献目録』 ピザンツ研究者の集い

・ピザンツの政治、経済、宗教、美術等に関する書籍・論文の目録.

河底尚吾

(1993) rギリシア文字と片かなu'日本ギリシャ協会会報.!I 66，pp.3-5. 

川原拓雄

(1992) u'現代ギリシア語辞典』 リーベル出版.

• r週刊東興通信 J 1992年 9月 9 日付に紹介記事.

(1993) r現代ギリシア語の『現在完了』 ーその不思議な成立事情一」

『日本ギリシャ協会会報.!I 64，pp.6-7. 

木戸雅子

(1981-88) r現代ギリシャ語入門ーアルフアからオメガまで一 J (第 1課~

第 25課u'日本ギリシャ協会会報.!I 19-47. 

古浦敏生

(1991) r南イタリアにおけるギリシア語離島について』

『プロピレア.!I 3，pp.90-1. 

志田信男

(1991) rセフェリスとカザンザキスu'プロピレア.!I 3，pp.1-6. 

高橋りえこ

(1990)訳 :A.ナーク r u'ジョヴアンニ』と『狂女.!I J 

『エーゲ海学会誌.!I 4，pp.34-48. 

NaKOU，A. H KOλασηTCoJV 1faldll.Iν， E~TIA~ 1985. 

(1991) rギリシア語に翻訳された日本文学(1)ー永井荷風「雨漏漏」一」

『プロピレア.!I 3，pp.84-7. 
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椅孝司

(1991)訳 :B.コンスタンデイノス「屈従列伝Ii'プロピレア.!J 3，pp.49-56. 

Eωνσταντfνoc，B. BiOI T1raλληλ01. 

(1992a) r現代ギリシャ語の補文標識についてー知覚動調構文を中心として J

『ニダパ.!J 21，pp.77-86. 

(1992b) rピザンツ英雄詩『ディゲニス・アクリテイス』における人物の

EkphraseisJ Ii'プロピレア.!J 4，pp.32-48. 

近松明彦

( 199 1) r ERXOMEとPIJENO:橋氏へのコメントとして」

『プロピレア.!J 3，pp.4ト 4.

中井久夫

(1989)訳 :0.エリティス『時は迅き烏影アルパニア戦線に倒れた少尉に

ささげる悲歌Il'木もれ陽』名谷書屋.r解題」を含む.

(1991) r私と現代ギリシャ文学Il'プロピレア.!J 3，pp.57-63. 

(1992) r劇詩人としてのカヴアーフィスIi'プロピレア.!J 4，pp.62-6. 

(1993) r現代ギリシア詩人の肖像 1-5J Ii'ふらんす』 白水社.・4月号 .pp.76-79. 6月号 .pp.93-96. 8月号 .pp.93-96. 10月号.
pp.93-96. 12月号 .pp.97-100.

西村六郎

(1988)訳 :N.スポロノス『近代ギリシア史』白水社(文庫クセジュ 691)

Svoronos，N. Histoire de 1a Grece moderne， 1980. 

福田千津子

(1990) Ii'現代ギリシャ短編集』大学書林.・以下の 4作品(対訳)を収録.

A.サマラキス「求む、希望 J ~aμαρdκ可 ç ， A. Zητεfτal Eλπic. 

r.プシハリス「イヤリング」申u;rcapηc，r. Ta [;/COVλaρf削 a.

~T .ミリヴイリス「養女 Muρ I {JÝ/λη宮， ~T ・ H Ilaρα"oρη. 

M.カラガーツィス「臓物を持った男 J

Kapαyaτση宮，M. 0 av8p曲πOc;μεTO 申λεμ6ν1.

(1991) r <特集・世界の言語〉現代ギリシャ語Ii'言語.!J 5月号 .pp.56-57.

大修館書庖.

(1993) r現代ギリシア語Il'世界のことぱ小事典.!J (柴田武編) pp.154-157. 
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大修館書盾.

(1994)訳 :N.カザンザキス『キリストは再び十字架にかけられる』大学書林.

Kat αvτta κη官，N. 0 XPIσTOC ~avaσTQUP6J V ετal. 

三補正道

(1987)訳 :K.パラマス「アナトリアIi'新詩人 JJ 10月号.新詩人社.

IIaλαμd宮， K. AνaTOλ呼.

-以下、サランダリス「海の詩 1J の翻訳までは、 『新詩人』に「現

代ギリシヤの詩」として掲載.

(1992)K.パルナリス「アルキビアデス J 1月号.r ((善良な》人々 J 2-4月号.

Bapvαλη宝，K. Aλ'"βlal5 ηc， 0 <"aλoc>λaoc. 

K.パラマス「妻に J 5月号ポプラの木 J 6月号.rジプシーの娘」

「田園の農家気まぐれと本心 J 7月号一つの生活花嫁 J

「お帰り J 8月号提琴奏者パタリア頒二つの眼 J 9月号.r糸

杉かわいいアテネ娘出現 J 10月号鬼火 J 11月号.rおだ

やかな二つの眼忘却の水をそれは J 12月号.

日αλαμac，K. ET η yuva{/Ca μOV， Ol λεU"εc， H '1UctTIσσa， Ta /Caλ6β1 a 

TOU βλaxou， Hやavτaσia "al η "aρ15 i a， "" a C曲7}， H VlO1fQVTρη， 

rUρtσμoc， Tou β10λaτC~ TOU "'"aTapia TO ε'1"，;，μt 0; duo μaTta， 

To "u"aρfσσ1， rλu"a A6ηνa{a， 0 EρxOμoc， Bpa lJ lv~ ct曲Tta，duo 

ματa"，a '1λu"oσ"u申aν，N ε póν~6ελ a va1l'tνα I E{Taνε. 

(1993)K.パラマス「揺るぎなき大地ある冬の夜明けオリンピックの

歌 J 1月号.r約束の指輪 J 2-3月号.rパラよ、ジャスミンよ生

まれざる欧のかずかず J 4月号ぼくの内部にジャスミンの花 J

5 月号 IIaλαμac，K. H '1ημac '1可 Tωναct6apTωv，0 0λuμ1TlaICOr.; 

6μVOc， TO l5aXTuλi151 TOU appaβdνa， TρlaνTactuλλa "al '1laσεμ{a ! I 

Tρa'1oul5la a'1EvvηTa， /tIEσaμou avoixτη"ε， Ta '1laσεμ ia. 

A.シケリアノス「パラマス J 6月号. ~Iκελlavó<; ， A. lIaλαμac. 

N.カパアジアス「モンスーン J 7月号 Ka(J(Jadia宮，N. "'ouσσ';'vac. 

K.パラマス「洪水百のことば 7 J 百のことば 62 J 8月号.r感

傷のささやき風刺の練習 J 9月号.

日αλαμd宮，K. H "λ~μμ vpa ， E/Cd.τ6ゃωvEc 7， E"aτ6申曲vEc 62， Ta "a6ηー

τI"a "ρuctOμaλ呼μaTQ，EC1.TlρI"a '1UμvaσμaTa. 

r.サランダリス「月ぼくらは詩人ではないぼくはまだ一滴の

滴を流すことができなかった J 10月号.r K. P.カパアフイス空は
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再び扉を天国を見てしまった Jll月号海の詩 1J 12月号.

~CXρανταρη古， r. E εληvη ， ;! ενεtμασTε 1701ηTεc，λ1<0μcx d εμ170ρE σcx VCX 

XUσ曲 Eva da"ρu， K.ll.Kcxβaoηc， llaλ o oupcxνoc cxνoirεtεdQ Tην 

πdλη 'EXωs εl TOV ovρavo， llol'6μaTa Tηc 9aλασσCXc. 

(1993)作者不詳『スグロース太陽の贈り物春が来たIJ'こだま』

4 月号.東葛文化社 AVQVVμoc，0 σroupoc， Tcx dQPcx TOV ~λ l DU， 

'Hρ8εηdν Ol~η. 

-以下の四つの翻訳詩も『こだま JJ 9月号に掲載.

(1993)r.ウィジィノス「お祈りをするわけ」、 Zτ.ボレツィス「秋 J 、 E.カリ

ター「冬」、 Zτ.ポレツィス「春」、 T.アグラス「かじ屋さん」

BIl:V ηvo<;，r. r，CXτ{ 7rpOσεUXOμal t M 7r OλÉTση ç ，~τ . <T91VO1l'曲ρ0，

， AVOIとη，KCXPITa ，E. XεtμQVCXC， 'Ayρα<;，T. 0 Eld ερac. 

森安達也

(1974) rピザンチン文明の意味IJ'講座比較文学 6東西文明圏と文学』

pp.77-97，東京大学出版会.

(1980) rギリシヤの民話IJ'バルカンの民話』 直野敦・佐藤純一・森安達

也・住谷春也共訳編，恒文社. pp.9-123. 

φ 「名高いドラコス黄金の犬蛇と犬と猫ライオンと虎と

鷲 r3人の若者と 3人の娘九羽の白鳥と美しいエレニ太

陽神と結婚した娘フイオレディノス継娘の話ラザロス

殿とドラコスたち親友イプノス王貧乏人と金持ち

ライオンと人間猫とねずみ王様に角があるランピドナ J

「マラソンの塚イギリス人アクロポリスの娘たち」を収録.

o 11'0λUやOUμaσμevoc dpal<oc， To Xρυσ6βερY{ I To φ{lJ l ，σI<U λ{ ICal 

ηraTCX， To λ10 νTaρ1 ，TO JCa1TλaVl ICl 0 atroc-， Ta τρ(a 1TaλIICaρICX 

ICal Ta Tρicx I<opiτσICX and other 15 folktales. 

(1984) rギリシャのなぞなぞIJ'世界なぞなぞ大事典』柴田武・谷川俊太郎

・矢川澄子編，大修館， pp.785-801. 

(1982) rバルカン諸語における現代ギリシア語の位置IJ'バルカン諸言語に

おける言語圏現象の総合的研究』昭和 57年度科学研究費研究成果

報告書，東京大学教養学部.

(1990) rギリシヤの名づけ(特集・世界の名づけ) J IJ'言語 JJ 3月号，56-57.

大修館書盾.
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八木橋正雄

(1991) r現代ギリシャ語キプロス方言のアウトラインについて」

『プロピレア JI4，pp.49-55. 
(1 992)訳 :A. トゥンプ『現代ギリシャ民衆口語ハンドブック』私家事~ . 

Thumb，A. Handbuch der neugriechischen Volkssprache. 

山川偉也

(1990)訳 :0.エリティス「アクシオン・エステイ第一部『創世紀!l J 

『桃山学院大学人間科学』創刊号. EλUTη<;，0. To á~IOV εσT(. 

H rEvεσ1<;. 

(1991)訳 :0.エリテイス「アクシオン・エスティ第三部『賛歌!l J 

『桃山学院大学人間科学!l 2 号 tJ O~ <1σTlκdν.

(1992)訳 :0.エリテイス『アクシオン・エスティ第二部『受難曲』第一」

『桃山学院大学人間科学!l 3号 T<1 πa9可，世αλμocA'ー'E'• 

(1993)訳 :0.エリテイス『アクシオン・エステイ第二部『受難曲』第二」

『桃山学院大学人間科学!l 4 号 T<1 πa9η，!T<1λμoc Z'ーIHぺ

・以上はいずれも「翻訳・解題・語句注釈 J からなる.

(1994)訳 :N.カザンツアキス「わが旅一日本一九三五年( rはじめに J -

「シンガポール J) Ii'桃山学院大学人間科学!l 6号.

K<1t<1vτta厄η宮，N. T<1とId εUOνT<1C - 1 <11T曲ν{a-K{va;

山口喜雄

(1989) rギリシア人の名前についてIi'エーゲ海学会誌!l 3， pp. 1-11. 

和国民

(1981) Ii'ピザンツ帝国』 教育社(教育社歴史新書)

渡辺金一

(1978)訳 :H.G.ベック「社会を写し出す鏡としてのピザンヅ文学」

『思想!l 12月号 pp.105-120. H.G.Beck， Die <gesellschaftliche 

Relevanz> der byzantinischen Literatur. 

本稿製作にあたっては数多くの方々{とりわけ、井浦伊知郎、中井久夫、

野中夏実、福田千津子、三浦正道、山口喜雄の各氏)に御協力いただきまし

た。ここに記して感謝致します。
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